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<調査の概要> 

１ 調査の目的 

学校部活動の地域移行等に向けた取組を検討する基礎資料とするため，市立小中学

校の児童生徒やその保護者，教職員，部活動地域支援者，運動・スポーツおよび文化芸

術関係団体に対し，アンケート調査を実施する。 
 

２ 調査期間 

  令和５年（２０２３年）１２月８日（金）～１２月２６日（火） 
 

３ 調査対象および調査方法 

対 象 調 査 方 法 対象者数 

小学校４～６年生 Google フォームで回答 

学習用端末（Chromebook）を活用 

４，６４７ 

中学校１～２年生 ３，０５９ 

上記小学生保護者 Google フォームで回答 

回答用ＱＲコード入りチラシを配付 

４，６４７ 

上記中学生保護者 ３，０５９ 

小学校教職員 Google フォームで回答 

回答用ＵＲＬを配付，各自回答 

  ７４２ 

中学校教職員   ４１１ 

部活動地域支援者 調査票による配付・回収    ２８ 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
調査票による配付・回収    ９２ 

 
４ 調査回答数（回答率） 

対 象 回 答 者 数（回答率） 

小学校４～６年生 ３，５９２（７７．３％） 

中学校１～２年生 ２，４６５（８０．６％） 

上記小学生保護者 １，３３８（２８．８％） 

上記中学生保護者 １，１４６（３７．５％） 

小学校教職員   ５３１（７１．６％） 

中学校教職員   ２８８（７０．１％） 

部活動地域支援者 ２２（７８．６％） 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
５３（５７．６％） 

 

５ 集計方法 

・結果数値は小数第２位を四捨五入していますので，合計で１００％とならない箇所があり 

ます。 

・複数回答の項目における割合（％）については，回答者数を分母として集計しています。 

 

 

※部活動地域支援者とは，中学校の各種部

活動で，顧問教員を補佐し，専門的な技術

指導を行う外部人材のことです。 
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<アンケート調査結果> 

 

問１ 休日の学校部活動の地域移行において，期待することはありますか（複数回答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25団体, 48.1%

19団体, 36.5%

39団体, 75.0%

21団体, 40.4%

31団体, 59.6%

13団体, 25.0%

専門知識や技術の向上

設備の整った場所で練習できること

子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部活

動にはない様々な活動が選択できること

他校の生徒等と交流できること

教員の負担軽減につながること

その他
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問２ 休日の学校部活動の地域移行について，課題となることは何ですか（複数回

答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他（生徒の担任との連携 など） 

 

 

 

 

45団体, 86.5%

15団体, 28.8%

33団体, 63.5%

25団体, 48.1%

26団体, 50.0%

32団体, 61.5%

34団体, 65.4%

17団体, 32.7%

11団体, 21.2%

2団体, 3.8%

2団体, 3.8%

受け皿となる団体や指導者の確保

継続した子どもたちの活動

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

活動場所

会費等の経済的負担

活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

他校の生徒や指導者との人間関係

その他

特になし
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問３ 貴団体では，地域移行の実施主体になることについてどのようにお考えです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 条件とはどのようなことが考えられますか。 

（問３で，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

・活動場所の確保 

・指導者の確保  

・指導者への謝礼や報酬 

・指導者はボランティアベースではなく，正当な報酬を得る権利を有すること。また

その報酬が副業（副収入）とみなされないこと。 

・団体が請負う場合は，指導者を雇用できる環境が整っていること。 

・指導者の要件（年齢，職業，保有資格，など） 

・指導場所の提供の可否（優先順位） 

・実施曜日（週末実施の可否） 

・楽器の用意・準備・運搬が必要であればその費用             など 

前向きに検討したい
23.1%

条件によっては検

討可能
40.4%

条件に関わらず実

施は困難
36.5%
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問５ 理由を教えてください。 

（問３で，「条件に関わらず実施は困難」を選択した方のみ回答） 

 

・指導者の確保が困難。 

・財政負担の問題 

・実施主体となる体制になっていない 

・実施主体として運営にあたることは，業務圧迫が想像でき，課題が山積している現

状を考えると困難である 

・検討しなければならないことが多すぎる                など 

 

問６ 地域の教室・クラブ活動の指導者として，兼職兼業制度＊を活用した教職員を雇 

用することについてどのようにお考えですか。 

（問３で，「前向きに検討したい」，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

＊「兼職兼業」とは，地域の教室・クラブ活動の指導を希望し教育委員会の許可を得た

教職員が地域団体と雇用契約または業務委託契約を交わす，もしくは有償ボランティ

アとして，地域団体から報酬を受けて指導に従事するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員の雇用につ

いて積極的に検討

したい
31.3%

まだ判断できない
50.0%

教職員を雇用する

考えはない
18.8%
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問７ 検討可能な競技・種目と指導者（監督・コーチ等名称は問いません）の人数を

教えてください（複数回答可）。 

   （問３で，「前向きに検討したい」，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

    ※掲載を省略します。 

 

 

問８ 中学生を指導する場合，どのような活動方法が想定されますか。 

   （問３で，「前向きに検討したい」，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他（高校生を対象とした指導が多く，中学生への指導実績があまりない など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

15団体, 50.0%

16団体, 53.3%

0団体, 0.0%

4団体, 13.3%

団体内に中学生の部をつくり，所属員とは別の活

動をする

所属員と区別せずに活動する（既存の社会人向け

の活動に中学生が参加する形態など）

遠隔指導

その他
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問９ 中学生を指導する場合の活動日について教えてください。 

（問３で，「前向きに検討したい」，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・休日どちら

も可能
67.9%

休日のみ可能
21.4%

平日のみ可能
10.7%
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問 10 中学生を指導する場合の活動場所について教えてください。 

（問３で，「前向きに検討したい」，「条件によっては検討可能」を選択した方のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他（活動拠点は指定管理等で，場所や人材費，維持費等が確保されている

（廃校となった体育館＋教室等） など） 

 

問 11 【全員共通設問】「部活動の地域連携・地域移行」について，ご意見等ありま

したらお書きください。 

    

 ※掲載を省略します。 

 

 

9団体, 30.0%

8団体, 26.7%

9団体, 30.0%

13団体, 43.3%

1団体, 3.3%

7団体, 23.3%

自己所有している施設がある

学校施設を使用できるのであれば市内全域で活動

可能

学校施設を使用できるのであれば市内全域ではな

いが活動可能

公共施設を利用する

私営施設を利用する

その他


